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ディープ・フォーカスとイメージの深さ
──ドゥルーズ『シネマ』の奥行き論への一考察──
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1980年代に公刊されたドゥルーズ（Gilles Deleuze, 1925−1995）の『シネ








という 2つの記憶の形式を読み取ってきたドゥルーズは（Deleuze, 2002a :






































盻 Cf.『ユリイカ』，1996 : 88−89, 160−161. 英訳される場合，profondeur de champ

















































































していた。たとえば「浅い被写界深度（faible profondeur de champ）」（L’E-






眩 パリ，Bibilothèque du film の電子アーカイヴを参照した。
眤 同上。
眞 1946年 7月 3日発行の『エクラン・フランセ』に掲載され，バザンに影響を与え
たロジェ・レーナルトの批評では，次のような表現が用いられた。「特殊なレンズ




             
年来の浅い被写界深度（faible profondeur de champ）を持つレンズの濫用とドリ
ーの節度のない使用とが，私たちにそのことを忘れさせていた（強調引用者）」
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ジオにおいて，画角の広さ［広角レンズ］と画面の深さとを結びつける可能性にあ
る（［ ］内は引用者）」（Bazin, 1947 : 943−944）。
眛 バザンのリアリズムについては，ドゥルーズが的確に要約している（IT : 142）。
９４ ディープ・フォーカスとイメージの深さ























のことだと定義した（Mitry, 1963a : 208）。ミトリによれば「プラン＝平面」
はもともと，カメラの軸に対して垂直な空間の切断面，焦点を合わせる平面の




















































（différents plans d’un même
champ）を均等な鮮明さで撮影することを可能にした（強調引用者）」（Le
Monde, 26 novembre 1959（15）。
────────────
眷 「対物レンズの視界に入る全体を『画面（champ）』と言う。つまり，諸々のプラ
ン（平面）が近づくにつれて画面の広さは狭くなる」（Mitry, 1963b : 149）。























































































れる形式なのである（強調，［ ］内は引用者，Wölfflin, 1952 : 20；ヴ
ェルフリン，2000 : 21）
こうした絵画の奥行き表現の進展と，「同一の進展」（IM : 43, note 25）を
映画史のうちにも見いだしうると主張するドゥルーズは，ヴェルフリンのテキ
ストから，ティントレットによる「対角線」，フェルメールによる「縮尺の誇






似性について言及していた（Sartre, 1986 : 115）。なおドゥルーズは，おそらく
はバザンを経由して（Bazin, 1998 : 89），『市民ケーン』の加速モンタージュを英
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